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北海道大学 2000．6   

＜研究ノート＞  

サヴュジ氏の略伝  

信太郎  

次の論文が収められている。  

Lindley，Dennis Victor，“L．J．Savage－His  

Workin Probability and Statistics，”Annals of  

Statistics，8，ト24，1980．  

実は，「論文集」でのこの論文と元の論文と  

の間では本質的でない極めてわずかな違いがあ  

るのだが，当然気にしないで良いであろう。さ  

らにこれに続いて，63頁から70頁にかけて，サ  

ヴュジ氏の著作の一覧が掲示されているのであ  

る。   

この略伝は，ほとんどこれらの文章の要約で  

あり，特に，Wallis氏による見事なサヴュジ氏  

の略伝と，Lindley氏による，不気味な程に要  

領の良い，サヴュジ氏の業績に対する総覧と  

に，多くを依存しているのである。だが，筆者  

が記憶する限りにおいては，このような略伝が  

日本統計学会において紹介された形跡がないの  

であり，やはり文章としてまとめておくことと  

したのである。なお，人物の生没年は筆者が知  

っている範囲で記すこととした。  

2．幼年期の兆し   

サヴュジ氏は，1917年の11月20日（火）に米国  

ミシガン（Michigan）州のデトロイト（Detroit）に  

生まれて，1971年の11月1日（月）に米国コネチ  

カット（Connecticut）州のニューヘブン（New  

Haven）の自宅において，心臓の発作で急逝し  

たのである。   

彼は両親の最初の子供として生まれたのだ   

1．はじめに   

ここでサヴュジ氏とは，LeonardJimmie  

Savage，n6 Leonard Ogashevitz，氏のこと  

であり，この文章は彼の略伝である。彼は本格  

的な統計家であり，特に次の「基礎論」によっ  

て，統計学の基礎づけにおいて重要な貢献をし  

たのである。  

Savage，LeonardJimmie，T7ze Foundations Qf  

Statistics，Wiley，New York，1954，Second Re－  

vised Edition，Dover，New York，1972．  

彼が没して後，彼が関った幾つかの論文が次  

の「論文集」にまとめられているのである。  

乃e Wri血g∫ げ エeo乃dd 月別刑ね ∫αVαge一功  

MemorialSelection，prepared by a Comittee  

（W．H．DuMouchel，W．A．Ericson（chair），B．  

Margolin，R A．01shen，H．V．Roberts，Ⅰ．R．  

Savageand A．Zellner）for the American Sta－  

tisticalAssociation andtheInstitute of Mathe－  

maticalStatistics，Washington，D．C．，1981．  

この「論文集」の11頁から34頁にかけて，1972  

年の3月18日にイエール大学（Yale University）  

で開かれたサヴュジ氏への追悼式での追悼文に  

基づく幾つかの文章が収められており，その筆  

者は，Wilson Allen Wal1is，FrederickMosteller，  

WilliamandEstherSleator，FrancisJ．Anscombe  

の5名である。またこれに続いて，37頁から60  

頁にかけて，サヴュジ氏の業績を総覧している  
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が，母親が深刻な病に陥ったために，彼の名前  

を定める作業がかなり遅れてしまったのであ  

る。結局，彼の父方の祖父のヘブライ語名を考  

慮して，Leonardと名づけることとなったのだ  

が，この名前が定まらない内に，病院の看護婦  

は彼をJimieと呼ぶこととしたのであり，病院  

の記録もJimieであった。このことから彼は，  

多分親愛の情とともに，ジミーと呼ばれるよう  

になったのである。彼の強靭な知性と強烈な個  

性とは，既に生後三年から四年までの間に認め  

られるようになるのだが，しかし彼は，盲目の  

法律上の定義にほとんど適合するくらいの，極  

端に弱い視力しか持っていなかったのである。  

この彼の先天的な眼病は，極端な近視と眼振塗  

（nystagmus）とが結びついたものであり，軽い  

程度においてではあるが，彼の実弟のRichard  

や母方の二人のおじにも共有されている。彼の  

この極端に弱い視力が，子僕らしい色色な活動  

から彼を遠ざけたことは，ほぼ間違いがないで  

あろう。だが彼は，かなり頑健な肉体に恵まれ  

ており，その弱い視力にもかかわらず，適度な  

速さで「限りなく」書物を読み続けるという技  

能を身につけていったのである。   

彼の父親のLouis Savageは，1893年にデト  

ロイトで生まれているのだが，学校教育をほと  

んど受けていないのである。Louisの両親は，  

当時はロシアにあった，しかし今はポーランド  

にある地域からの移民であり，極端に宗教的な  

正統派ユダヤ人であり，特に父親の方は宗教上  

の高度な教育を受けていたのである。しかし，  

Louisが七歳の時に父親が没し，母親は，残さ  

れた五人の子僕たちを養うために，小さな店を  

開くこととなり，そこでLouisは働いたのであ  

る。Louisは，十歳までは，時時学校に通って  

いたのだが，学校に嫌気が差して，通学を止め  

てしまったのであり，これは，Louisが有用で  

あると考えていた唯一の学科である算術におい  

て，Louisは，既に教師よりもかなり良くでき  

たことによるらしいのである。Louisとサヴュ  

ジ氏とは深い父子の粁で結ばれており，Louis   

は，サヴュジ氏の生涯にわたって，息子への献  

身的な支援を続け，1972年の6月に没したので  

ある。なお，サヴュジ氏の「基礎論」は，この  

父Louisに捧げられている。   

サヴェジ氏の母親のMae Rugawitz Savage  

は，高等学校を卒業した後に看護婦として働い  

ていたのである。彼女は，ジミーが幼年の段階  

で既に本を好む傾向にあることに気づき，ジミ  

ーに十分な本を与えた。彼は，二歳の時には，  

絵から学んだのだが，自動車の構造を既に理解  

していたし，三歳と半年程の頃には，上手に本  

を読んでいたのである。そして五歳の時に，母  

親は彼に，子供用の百科事典である仇eβ0βたげ  

助owJe砲gを与えたのだが，彼は，この19世紀  

の英国を思わせる多少夢想的な書物を，余るよ  

うに読み耽ったのである。ジミーの非常な知的  

能力は，ほぼ明らかであった。   

所でLouisは不動産業に従事しており，生涯  

その職にあった。彼の主な仕事は，住宅のため  

の新しい土地の開発であった。1930年代の大恐  

慌の間に，Louisは，内装は購入者自身が行う  

こととなっている外郭家屋，つまりshellhouse  

を，建設し販売することで業績を伸ばしたので  

ある。この外郭家屋は千ドル程で購入できて，  

購入者は，その家に住みながら，失業中ではあ  

っても，少なくとも自分の家の内装という作業  

には従事できたのである。ジミーは，父親の実  

業上の才覚に強い信頼の念を抱いていたし，多  

分当然のことながら，ビジネスという事柄に深  

い関心を持つようになったのである。つまり彼  

は，ビジネスの社会的意義や，それに絡むリス  

クや好機，そして利用できる情報に関する種類  

や量の問題，さらに個人的関係や交渉を進める  

ための手腕，そして微妙で複雑な倫理上の諸問  

題など，とにかく実業上の諸問題に対して，極  

めて早い時期から，強い知的関心を持ち続けて  

いたのである。意思決定の問題に対して巧みで  

強力な専門的分析を遂行するサヴェジ氏の能力  

は，明らかにLouisの実業から生産的影響を受  

けているのである。   
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禁酒法期間（1920－33）のデトロイトでは誘  

拐ということに用心する必要があったので，ジ  

ミーの両親は庭の周囲に壁を造ったりしたのだ  

が，このことはジミーの孤立感を深めたかもし  

れない。またさらに彼らは，ジミーのために女  

性の家庭教師を雇ったのであった。だがジミー  

は，二人の妹と仲良くやって行くことがかなり  

困難な状況となってしまい，ついに彼は，一年  

間にわたってある全寮制の学校へと行かされた  

のである。ジミーにとっての一番の友とは，多  

分彼の飼い犬であったと思われる。  

3．多少の困難を伴った大学への道   

サヴュジ氏はデトロイトのCentralHigh  

Schoolを卒業することとなったのだが，学校側  

は，彼を大学に推薦することを拒否するに至っ  

たのである。どうも彼は，社会的生活のための，  

学校でなされる日日の訓練というものが，苦手  

であったようである。彼の担任によれば，彼に  

は大学の授業について行くだけの能力がないと  

いうことであったが，しかし彼は，その極端に  

弱い視力の故に，授業で教師のやっていること  

に「注目する」ということが，多分困難であっ  

たのだろう。だが息子の資質を信じていたLouis  

は，工業学校の学部長であるLovell氏との個人  

的な交友関係を通じて，ジミーを工学の見習い  

学生としてWayne Universityへと入れることが  

できたのである。ジミーはそこで十分に良い成  

績を修めたので，ミシガン大学（the University  

of Michigan）への仮入学が認められたのであ  

る。だが，ジミ ーは，化学の実験室で火災事故  

を起してしまうのである。残念なことだが，視  

力が十分ではなかった彼は，かなり危険な薬物  

が入ったフラスコを，テーブルがない場所に置  

こうとする傾向にあったらしいのである。この  

ために彼は，ついに大学を追放されることとな  

る。大学に出向いたLouisとジミーとは嘆き悲  

しむこととなる。Louisは，日頃から，たとい  

自分が盗みを働くこととなっても，息子にはし  

っかりとした教育を受けさせると決意していた   

のだが，彼の願いは危機に瀕することとなっ  

た。   

だが，多分「偶然に」，数学者のG．Y．Rainich  

がこの嘆き悲しむ親子を目にすることとなる。  

数学者は事情を知って，大学当局と交渉して，  

ジミーが解析幾何学の授業を受けられるように  

取り計らったのである。ジミーの評価は初めは  

Cであったが，微分法積分法と微分方程式とで  

は共にBとなった。そして，Wilder，Raymond  

Louis，1896－1982，が展開していた数学の基礎  

づけと点集合の理論とで，二つともAを取っ  

た。その後ジミーは，数学のコースで，大学及  

び大学院を通して常にAを取り続けたのであ  

る。このWilderの講義によって，ジミーは数学  

に開眼することとなる。彼の眼前に，実に壮大  

な世界が開かれたのである。なお実は，大学に  

入る前のジミーの科学に関する知識はそれほど  

広いものではなかったのであり，彼が知ってい  

た科学的な職業は，医学，工学，そして産業に  

関る地質学というような領域に限られていたの  

である。   

所でジミーは，直線的に数学者への道を歩ん  

だというわけではなかったのである。彼は大学  

で本格的な物理学に出会うこととなり，物理学  

的な定量的接近の恐るべき力に驚嘆するのであ  

る。彼は，Richtmyer，Robert Davis，1910－，に  

よる物理学の入門書を熱心に読み，理論物理学  

を志そうとする。その頃はまだ，彼の数学に対  

する理解は，物理学の役に立ち得る公式の集ま  

りというような，かなりいい加減なものであっ  

た。彼は，Wilderの名講義に出会った後も，専  

攻を物理学から数学へと転換はするのだが，理  

論物理学への志を変えてはいなかったのであ  

る。つまり，彼の数学へのスイッチの主要な動  

機は，熟に関する一連の実験において課せられ  

る試験からの，言わば逃避であったのである。  

しかし，やはり，彼の心の内では数学者への意  

志が育ちつつあった。だが，どうしたものか，  

彼には重要な話題である線形代数が良く理解で  

きなかった。しかし，Rainichの卓越した講義   
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に出会い，ついに彼はこの話題を了解するに至  

る。このような過程を経て，ジミーは，真剣  

な数学専攻学生となって行くのであり，その  

結果彼は，大学院に進むことを計画している数  

学科の学生の内で最も有望な者に与えられる，  

RackhamFe1lowshipを獲得するに至るのであ  

る。なおジミーは，この学生時代に，人類遺伝  

学にも強い興味を抱くようになり，後になって，  

著名な人類遺伝学着であるCotterman，Charles，  

と交際したりしているのである。彼の知識欲は，  

強靭な知性に支えられているのだが，決して尽  

きることがなかったのである。  

4．研究者としての自立とシカゴ大学   

サヴュジ氏は，1938年に，ミシガン大学の数  

学専攻においてBachelor ofScienceを取得  

し，1941年に，同専攻においてDoctor ofPhi－  

losophyを取得している。このために彼が提出  

した論文は，計量的な幾何学と微分幾何学とに  

関るものであり，その内容が，ミシガン大学の  

教授であったMyers，Summer Byron，1910－  

55，によって支持された。またさらに彼は，博  

士課程終了後の研究のためにHorace Rackham  

Fellowshipを授けられたのである。大学院での  

彼は，数学のみでなく，Lapo止e教授による量  

子力学の講義などにも熱心に出席しており，一  

方，Wilderとの親しい交際も続けていたのであ  

る。彼は，有用性のための知識の追求というこ  

とだけでは満足できずに，知識それ自体のため  

の知識の追求ということの重要性を認識するに  

至り，このことを極めて熱心に主張するように  

なったようである。   

学位を取得した後で，サヴェジ氏は，プリン  

ストンの高等研究所（theInstitute for Ad－  

vanced Studyin Princeton）で，一年間にわた  

って自身の研究を継続することとなるのだが，  

そこで彼は，変分法におけるある未解決な問題  

を解くこととなるのである。なお彼は，この研  

究所において，特にJohn von Neumann，  

1903．12．28－1957．2．8，やMorse，Harold Marston，  

1892－1977，と交際したようである。なお彼に  

は，VOn Neumannの下で助手として研究を続  

けるということができたかもしれないのだが，  

時勢からして，1942年の春頃までには，学術的  

研究者といえども，戦争での勝利のために，な  

んらかしらかの支援的行為をせざるを得なくな  

っていたのである。そこで彼は，あまりやる気  

のない学生を相手に，球面三角法や微分法積分  

法を教えたりすることとなるのである。1942年  

から43年にかけて，彼はコーネル（Comell）大学  

で教師を勤めて，43年の夏に，Weaver，Warren，  

の指示などもあって，ブラウン（Brown）大学で  

流体力学及び電磁気学に関する初歩的な研究を  

している。やがて彼は，より応用的な作業に関  

ることとなるのだが，数学者以外の研究者の作  

業にも以前と同様に関心を持ち続けていたので  

あり，自分が数学者以外の研究者にとっても有  

用なタイプであることに気づきつつあったので  

ある。  

1943年の秋から45年の秋まで，彼は仇e Ap－  

pliedMathematics Panelというものに参加して  

研究を進める。所で，Weaverはthe Rocke飴11er  

Foundationの自然科学部門の部長であったのだ  

が，第二次大戦中は，the NationalDefense Re－  

SearCh Comitteeのthe Applied Mathematics  

Panelのチーフであった。そしてWeaverは，1944  

年に，サヴュジ氏をコロンビア大学の統計学研  

究グループ（the StatisticalResearch Group at  

Columbia University）に移籍させたのである。  

この際彼は，数理統計学（mathematicalstatis－  

tks）というものを初めて本格的に学ぶこととな  

るのであるが，この研究グループには極めて有  

能な人材が結集しており，人材の名前の一部を  

列挙すると，Albert Bowker，ChurchillEisenhart，  

Milton Friedman，M．Abral1am Girshick，Harold  

Hotelling，Frederick Mosteller，Hetbert Solo－  

mon，George Stigler，Abral1am Wald，Wilson  

Allen Wal1is，Jacob Wolfowitz，そしてLeonard  

Jimie Savage，という具合であり，さらに補  

えば，KennethAm01d，Rollin Bennett，Julian   
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Bigelow，Harold Freeman，Millard Hastay，  

EdwardPaulson，と続くのである。さらにまた  

このグループは，同様にWeaverの指揮下にあ  

る他の幾つかのグループとも密接な連携を保  

っており，そこには，RichardCourant，Karl  

Friedrichs，Saunders MacLane，Jerzy Neyman，  

Mina Rees，JameS Stoker，John Tukey，Samuel  

Wilks，JolmWilliams，らがいたのであった。   

所で，この統計学研究グループは三冊の書物  

を出版することとなるのだが，その内の二冊に  

サヴュジ氏は貢献することとなる。実は，彼と，  

Frederick Mosteller，1916－，と，Milton Fried－  

man，1912－，との三名が，但しFriedmanが担当  

責任者であったのだが，標本抽出検査に関する  

研究書を実際に書き上げることとなったのであ  

る。しかし，これが大変な作業であった。この  

つらい仕事を通して，サヴュジ氏は，結果とし  

ては，Friedmanから英語の文章を構成する作  

業について多くのことを学ぶこととなるのだ  

が，彼には，始めは，言語的表現の末端にまで，  

事細かに専門家的修正を要求するFriedmanの  

やり方に，辛抱しかねる所があったようであ  

る。しかし彼は，苦心の末にだが，ついに，特  

に「基礎論」において見られるような，18世紀  

的雄弁とも取られ得る，自身の独特な文体を開  

発したのである。彼のFriedmanとの親交は，  

生涯続くこととなる。   

なお，1944年にvonNeumannとMorgenstem，  

Oskar，1902－77，とによるゲームの理論に関  

するあまりにも著名な書物の第一版が出版され  

たのだが，彼は，この書物での効用概念に対す  

る公理論的取り扱いと，それによる期待効用最  

大化の原理の正当化とに，非常に興奮して極め  

て強い関心を示すに至る。彼はその後「基礎論」  

において，確率及び効用の概念の両者を基礎づ  

けるための，個人的選好に関する公理論的な理  

論を確立するのである。   

戦後の1945年から46年にかけて，彼はニュー  

ヨーク大学（New YorkUniversity）の応用数学  

研究所（今日のtheCourantInstitute）で研究を   

行ったのだが，特に圧縮流体の問題と取り組む  

こととなる。その際彼は，Friedrichs，Kurt  

Otto，190ト83，から懇切な指導を受けたのであ  

る。   

彼はニューヨーク大学にいる間にSpecial  

Rockefe11erFe1lowshipに応募して，それが承認  

されて，1946年の6月から47年の6月まで研究  

費を受け取ることとなるのだが，彼の研究課題  

は生物学への数学の応用であり，この研究は，  

Woods Hole Marine BiologicalLaboratoryとシ  

カゴ大学（theUniversity ofChicago）とで行わ  

れたのである。その際彼は，実に多くの生物学  

上の問題について，生物学看たちと議論をする  

機会を得たのである。   

なお彼は，大学の生物学者たちからの数学に  

関する相談を引き受ける，言わばコンサルタン  

トのような作業を，自ら進んで行っていたよう  

である。だが，彼の生物学に関する本格的な経  

験はかなり貧弱で，ミシガン大学の友人から人  

類遺伝学の話しを聴いたり，『種の起源，The  

Origin ofSpecies』の廉価版を声を出して読ん  

だりするというような程度だったらしいのであ  

る。しかし，相談に来る依頼人のほぼ九割が統  

計学に関する問題をかかえていたという状況  

が，自然と彼に統計家としての役割を荷わせる  

ようになったのである。  

1947年の6月から，彼はシカゴ大学に正式に  

雇われることとなるのだが，夏にカリフォルニ  

ア（Califomia）州のthe Rand Corporationin  

Santa Monicaや，そしてthe Biology Division  

Ofthe OakRidge NationalLaboratoryを訪れた  

りもしているのである。彼は，生物学への数学  

の，特に統計学の応用に，広くかかわることと  

なるのだが，しかし大学では数理統計学を教え  

ていたのであり，結局彼は，統計学の実際的と  

いうよりもむしろ学術的で基礎的な側面に，強  

い関心を持つようになるのである。   

結局彼は1960年までシカゴ大学に勤務するこ  

ととなるのである。より詳しく述べると，サヴ  

ュジ氏は1946年から60年までのほぼ14年間をシ   
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カゴ大学ですごしたのだが，まずtheInstitute  

OfRadiobiology and Biophysicsですごし，そ  

の後数学科に所属し，1949年からは統計学科に  

いたのであり，そこで1957年から1960年まで学  

科長を務めたのである。専門的職業に関する限  

り，このシカゴ大学での日日は，彼の人生で最  

も実り豊かなものであり，彼の「基礎論」はこ  

の時期に成立したのである。  

5．統計学に関する幾つかの論文   

所で，彼の統計学に関する本格的な論文であ  

るが，彼は1946年に，Girshick及びMostellerと  

の共著で，標本抽出に関する一般的な停止法則  

を考える際の，二項分布の母数，に対する不偏  

な推定法に関する論文を出している。また彼は  

1947年に，単独で，この論文の内容を拡張した  

ものを発表しており（1947a），そこでは，問題  

の推定量が閉じた停止法則に対して一意的で有  

界で不偏であるための必要十分条件が与えられ  

ているのである。なお彼は，後になって，推定  

量に対して不偏性を要求するというやり方を明  

白に拒否するようになるのだが，実は当時も既  

にこの不偏性に対しては批判的であったのであ  

る。さらに1947年には，彼は共著で二つの論文  

を出しているのであり，これらは統計学研究グ  

ループが出した書物に収録されているのであ  

る。一つは，Arn01d，KennethJ．，及びGirshick  

との共著であり（1947b），二つの過誤に対する  

要求されている確率を獲得するために，片側逐  

次検定を変形するという問題を取り扱っている  

のであり，もう一つは，Friedmanとの共著で  

あり（1947c），最大値を獲得する独立変数の組  

合せを決定するための実験計画に関するもので  

ある。また，統計学研究グループは，1948年に，  

標本抽出検査に関する六人の共著者による書物  

を出しているのだが，彼はその共著者の一人で  

もある。   

なお，彼は，1948年にFriedmanと効用理論に  

関する共著の論文を出している。これは，効用  

関数と期待効用の最大化に関するものであり，   

そこで導入されている一種独特の形状をした効  

用関数のグラフは，多分かなり広く知られてい  

るはずである。この論文では，彼の規範的な立  

場は表には出ていないのであるが，期待効用最  

大化の原理の解釈との関りで，“aSif…”とい  

う言回しの使い方について，簡潔であるが重要  

な注意がなされているのである。また，彼  

は，1952年に再びFriedmanとの共著で論文を出  

しているのだが，これはBaumol，WilliamJ．，  

の批判に対する返答という様式を取っており，  

今回もまた，期待効用最大化の原理が擁護され  

ているのである。なおこの論文では，「基礎論」  

においてsure－thing principleと呼ばれている原  

理が，この名称を使わずに，素朴な様式で提示  

されている。これはつまり，例えば，「事象A  

が通用する場合には，自分は行為αよりも行為  

あを選択し，Aが通用しない場合にも，同様の  

選択を行う」と「その個人」が判断する状況に  

おいては，「その個人」は，Aが通用するか否  

かが自身にとって「ふたしか」ではあっても，  

αよりもあを選択すべきである，という「原理」  

である。しかしそこでは，「基礎論」における  

ような確率概念に対する深い省察は，表には出  

ていないのである。   

また彼は，1949年に，Halmos，PaulRichard，  

1916－，との共著の論文を出しており，これは  

十分統計量に対する測度論的な取り扱いを展開  

することによって，十分統計量に関する因子分  

解定理を数学的に精確に基礎づけた，数理統計  

学の古典的論文である。なお当時は，十分統計  

量が「いかなる意味において」十分なのかが，  

まだ明白には規定されていなかったのである。  

また彼が，今日で言う「尤度原理」に気づいて  

いたか否かだが，「基礎論」のDover版の前書  

によれば，1954年の時点でもまだ気づいていな  

かったのである。   

Feller，William，1906－70，による著名な古  

典の第一巻が1950年に出ているのだが，彼はこ  

の古典を執拗に読解し続けることとなる。  

1951年に，彼はまたGirshickとの共著の論文   
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を出しているのである（1951a）。これは1950年  

に開かれたthe Second Befkeley Symposiumで  

の発表に基づくものであり，平方損失関数に対  

するBayes andminimax estimatesを議論した  

ものであるが，そこでは，いわゆる「先験的な，  

apdod」分布の「存在」に村して，かなり否  

定的な見解が述べられているのである。しかし  

彼は，後には，「基礎論」で見られるように，  

このような「「存在」に村する客観論的な見解」  

を明白に拒否するようになるのである。なおこ  

の1951年には，彼一人による，統計的決定理論に  

村するWald，Abraham，1902．10．31－1950．12．13，  

のやり方を鋭敏に批判している論文が出ている  

（1951b）。彼は，Waldのminimaxestimateが，  

サヴェジ氏の意味での損失関数，つまり今日の  

regretfunctionを使うことで，なんとか合理的  

に解釈され得るが，しかし，このようなサヴュ  

ジ氏の再解釈を拒否するのならば，Waldのmini－  

max estimateは合理的とは言い難いことを指  

摘している。しかも彼は，確率概念に対する  

de Finetti，BrunO，1906．6．13－1985．7．20，の見  

解が，統計的決定理論にとって極めて重要なも  

のであることを注意しているのである。   

なお，Samuelson，PaulAnthony，1915－，の  

1952年の論文で，サヴェジ氏の「基礎論」が近  

い内に現れることが既に予告されていることを  

考慮すると，サヴュジ氏は，当時の統計学にお  

いて圧倒的な勢力を保っていた客観論的見解に  

対して批判的な立場を形成しつつも，この多数  

派的見解に少なくとも表面上は従って，幾つか  

の論述を展開していたこととなる。  

6．「基礎論」の成立   

サヴュジ氏の「基礎論」，乃ピアo〟〝dαJわ乃∫げ  

Statistics，Wiley，New Yofk，1954，は，紛れも  

なく，統計学に対する偉大な貢献である。  

von Neumann及びMorgensternは，効用概念に  

対する公理論的な取り扱いによって，その「期待  

値」が行為間の選択を統制する唯一の規準をも  

たらすこととなる，殉用関数の「存在」と，その   

「実質的な一意性」とを導いたのであるが，こ  

の公理論由接近に感銘を受けたサヴュジ氏は，  

確率概念に対する深く執拗な省察を展開しつ  

つ，自身の個人論的合理性の立場から，確率概  

念とそれに基づく効用概念とを公理論的に基礎  

づけたのである。彼は，「その個人，theperson」  

が自身の行動様式に対して課する規範系として  

の公準系を，個人論的合理性を重視しつつ，特  

にsure－thing principleに注意しつつ，提示する  

のである。彼は，不確定な対象としての「世界，  

world」とそれに対する記述としての「状態，  

state」を導入し，「状態」の全体と「世界」と  

を同一視して，この「世界」の部分集合を「事  

象，eVent」と呼んでいる。また，「その個人」  

へともたらされる「窮極的な報酬」を，これは  

結局「「その個人」の状態」なのだが，「結果，  

consequence」と呼び，「その個人」の「行為，  

act」を，「世界」の各「状態」に対して「結果」  

を対応させる関数として定式化している。これ  

らの「行為」に対する「その個人」の選択の様  

式は「選好，preference」と呼ばれるが，「行為」  

間の二項関係としてのこの「選好」に対して，  

PlからP7までの7つの公準が課されるので  

ある。まず，Plとsure－thing principleに注意  

することとにより，条件つき選好の「定義」が  

考察され，この「定義」を明確なものとするた  

めにP2が導入される。さらに「定数的な行為」  

を利用することで「結果」間の選好が「定義」  

されて，この「結果」間の選好と条件つき選好  

とに関るP3が追加される。さらに，「定性的  

な個人的確率」の「定義」に関るP4が導入さ  

れて，次に，「その個人」にとっては無視し得  

ない「格差」がある少なくとも2つの「結果」  

が「存在する」ことを保証するP5が追加され  

て，「定性的な個人的確率」に対する概念的な  

規定が確立する。さらに，P6の特別な場合で  

あるP6′が，「世界」に対する「細かな「分割」」  

の「存在」に関る省察を経由して，提示されて，  

これらの公準に基づいて，「定量的な個人的確  

率」のその「存在」が示されるのである。さら   
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にまた，PlからP6までを前提としておい  

て，「確率1で有限個の「結果」のみを値とし  

て取る行為」の間の選好を，結局「かけ」の間  

の選好を，統制する「効用，utility」の「存在」  

と，その「実質的な一意性」とが導出されるの  

である。この「効用」とは，それに関する「期  

待効用，eXpeCtedutility」が「かけ」の間の選  

好を表現するという，各「結果」に対して実数  

を対応させる関数のことであり，この「効用」  

の「存在」が，「確率」の「存在」に基づいて  

示されるのである。さらに最後にP7が導入さ  

れて，「無限に多くの「結果」をも値として取  

り得る行為」の間の選好に対しても，この「効  

用」による，「期待効用」に基づく統制が拡張  

できることが示されて，公準系の提示が終了す  

るのである。なお，最後のP7を利用すること  

によって，「効用」が実数値を取る有界な関数  

であることが示されてしまうので，サヴェジ氏  

の理論においては，「無限大の期待値」との関  

りで多分広く知られている，St．Pertersburg  

Paradoxが生じないのである。彼は，これらの  

公準を「基礎論」の第1章から第5章にかけて  

提示しており，第6章は「観察」に関する章で  

あるので，結局「基礎論」の本質的な部分は冒  

頭の六つの章に集約されているのであり，そこ  

では，期待効用最大化の原理を「個人的確率，  

personalprobability」の理論によって正当化す  

ることによって統計学の基礎づけを遂行しよう  

とする彼の意志が，明白に現れている。なお彼  

は，perSOnalprobabilityという言葉をThorntOn  

C．Fryから口頭で提示されたとことわり，さ  

らに，Sutカective probabilityとか，pSyChological  

probabilityとか，degree ofconvictionというよ  

うな言葉もあると注意しているのだが，経済的  

行動を為す際に個人的行為が満たすべき合理性  

とはいかなるものであるべきかという基本的な  

問題意識を彼は保持しているので，perSOnal  

probabilityという表現が多分最も適切であるだ  

ろう。   

所でサヴュジ氏には，少なくとも二人の学問  

上の先行者がいるのである。一人はde Finetti  

であり，もう一人はRamSey，Frank Plumpton，  

1903．2．22－1930．1．19，である。RamSeyは早世し  

てしまい，自身の簡潔な思索を成熟させること  

ができなかった。また，deFinettiは，自身の  

著作の多くをイタリア語で表しており，いわゆ  

るBritish－American schoolの外側にいたのであ  

る。サヴュジ氏はこの二人の思索の重要性を十  

分に認識して，それらを自身の議論において見  

事に消化したのである。なお，Lindley，Dennis  

Victor，1923一，によれば，彼は，先行する議論  

に依存せずに自身の理論の主要な部分を自力で  

構成したのであり，またこのような自身の理論  

と経験とがあったが故に，先行者たちの議論の  

本質を洞察し得たのだとのことである。   

だが，「基礎論」を執筆している段階での彼  

には，客観論的な，結局の所頻度論的な流儀を，  

その基本的論理において無視し得ない欠陥を持  

つものとして，厳しく退けるというような態度  

は，少なくとも表面上は，まだ現れていないの  

である。しかし，彼が彼自身に対して誠実であ  

る限りにおいて，彼の個人論的見解と多数派的  

な客観論的見解とが，統計学的手法の多くにお  

いて食い違うことはほぼ明らかであった。  

7．「基礎論」以後  

1954年から55年にかけてサヴュジ氏は，シカ  

ゴ大学を訪れたLindleyと共同研究をしてい  

る。LindleyはJe緻eys，Harold，1891．4．22－1989．  

3．18，の下で研究していたのではあるが，いわ  

ゆる事前分布の「存在」について無視し得ない  

疑念を持っていたのである。しかし，1953年に  

ロンドンでWal1is，Wilson Allen，1912－，に会  

った際に，シカゴ大学に事前分布の「存在」を  

正当化してしまった人物がいることを知らされ  

て，ついにサヴュジ氏の所にやって来たのであ  

る。彼らは，Birnbaum，Allan，1923．5．27－1976．7．1，  

がthe Lindley－Savage argumentと呼んだ議論  

にたどり着くのだが，この議論によれば，いわ  

ゆる二つの過誤に関する「確率」の対の全体に   
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おける無差別曲線は，実は無差別「直線」であ  

り，しかもこの「直線」の勾配が，二つの仮説  

に対する個人的確率によって定められることが  

従うのである。つまりこの議論に従えば，通常  

の頻度論的な仮説検定の理論には，かなりの無  

駄があり，しかも無差別「直線」の勾配におい  

て，仮説検定を行う者の個人的確率が既に潜在  

していることとなるのである。   

また1955年に，サヴュジ氏はHewitt，Edwin，  

1920－，との共著の論文を出しているのである。  

これは，今日の「交換可能性，eXChangeability」  

に関するde Finettiの表現定理を，関数解析的  

な議論に基づいて一般化したものである。  

deFinetti自身の表現定理は，遅くとも1931年に  

は発見されているのだが，de Finettiは，「一枚  

の硬貨を限りなく投げ上げ続ける」という想像  

上の実験との関りでよく言及される「未知では  

あるが固定されている確率」という「概念」に  

村する，自身が唱える「主観確率の立場」に基  

づく省察を経由して，この定理を提示している  

のであり，また，de Finettiのこの「立場」に  

よって，この定理の「内容」の重要性が初めて  

明瞭となるのである。   

なお1958年に，サヴュジ氏は，Edinburghで  

開かれた第8回国際数学者会議で講演を行って  

おり，この講演の内容が1960年に出版されてい  

る。そこで彼は，統計学の基礎に関る主観的立  

場について，簡潔に言及しているのであるが，  

どうも彼は既に，結局の所客観論的な見解を退  

けて，自身の個人論的な見解を明瞭に自覚して  

採択しているようである。またこの頃までに，  

彼は「尤度原理，1ikelihoodprinciple」の重要  

性を十分に認識しており，この原理の「事実上  

の」発見者であるBamard，GeorgeA．，の見解  

を擁護しているのである。  

1960年には，彼はtheFourthBerkeley Sym－  

posiumに論文を提出しており，それは1961年  

に出版されている。彼は再び個人論的見解を説  

明しており，しかも個人論的見解に基づくBay－  

esianの流儀を唱道し，一方また，「尤度原理」   

を擁護しているのである。だが，「尤度原理」  

を承認するのならば，頻度論的な手法の典型的  

な部分との不和は不可避となるはずであり，し  

かし一方，perSOnalisticBayesianは，この「尤  

度原理」と両立するのである。  

8．シカゴ大学からイエール大学ヘ   

シカゴ大学の学術的環境は，サヴュジ氏にと  

っては極めて好都合かつ優れたものであったの  

だが，彼は1960年にこの大学を去ることとなっ  

てしまうのである。なぜ彼がそのような一見す  

るとかなり不利な決定をせざるを得なかったの  

かだが，幾つかの要因が考えられるようであ  

る。一つは彼の家庭に関するものである。彼  

は，1938年に，Jane Kretschmerと結婚してお  

り，1944年に長男のSamLintonが，1954年に  

次男のFrankAlbertが生まれている。だが，彼  

とJaneとの間には多分感情的な行違いがあった  

らしく，彼は結婚生活の破綻を避けるため  

に，1960年にミシガン大学に移ったのである。  

だが，この移転は結局うまく行かず，サヴェジ  

夫妻は1963年に別居し，1964年に正式に離婚す  

ることとなったのである。JaneはAnn Aiborに  

残り，一方彼は，1963年から64年にかけて仇e  

Centerfor AdvanCed Studyinthe Behavioral  

Sciencesにいた後に，イエール大学（Yale Uni－  

versity）に移ったのである。所でこのセンター  

で，彼は，JeanStrickland Pearceと知り合い，  

1964年に結婚するのである。   

さらに，シカゴ大学当局との極度の心理的葛  

藤があったようである。彼はシカゴ大学で，  

Wallisとともに，統計学科の設立に尽力し，1949  

年に統計学科が設立されるのだが，どうしたも  

のか，1959年に，当局はこの学科を廃止するこ  

とを「決定してしまう」のである。彼はこの「決  

定」に異議をとなえて，必死で学科を存続させ  

ようとして，なんとかそれに成功するのであ  

る。しかし，1964年に，彼はこの学科に戻ろう  

としたらしいのだが，この学科はそれを拒否し  

たのである。一方，シカゴ大学の他の幾つかの   
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学科は彼を熱心に招こうとしていたのだが，彼  

はついに行かなかったのである。   

さらにまた，学問上の苦悩があったことも多  

分確かである。つまり，彼が「基礎論」などで  

展開した議論に対して，同僚たちの反応はかな  

り冷やかだったのである。もし彼の主張を全面  

的に受け入れるのならば，統計学における典型  

的な手法を，合理性に問題があるとして退けな  

ければならなくなるのだが，しかし，彼の理論  

を実際面に適応するための諸方法が，いまだに  

整っていなかったのである。彼は，自分の理論  

が同僚たちから無視されていると思い込むよう  

になったらしいのだが，一方で，自身の理論の  

実用性の欠如にも深く悩むこととなるのであ  

る。   

なお，ここで少し注意すべきことがある。サ  

ヴュジ氏は，1960年及び64年において，紛れも  

なく自身の職を必要としていたのだが，主要な  

大学の統計学科はどこも彼を招かなかったので  

ある。彼はミシガン大学では数学科に所属して  

いたし，イエール大学では統計学科の設立に参  

画したのである。既に「基礎論」において統計  

学の基礎づけに関る画期的な理論を確立してい  

るこの重要な統計家に対する，主要な統計学科  

のこの冷淡な態度は，実に残念なことと言わな  

ければならない。彼は，周囲の無理解に耐えな  

ければならなかったのである。   

なお，さらに注意すると，数理統計協会（the  

Institute ofMathematicalStatistics）は，彼に三  

つの名誉ある地位を与えているのである。ま  

ず，1957年から58年にかけて協会長の地位を与  

え，次に1970年におけるtheFisherlectureship  

を与えて，さらに1972年におけるthe Waldlec－  

tureShipを与えているのである。また彼は，1963  

年の3月17日に，ロチェスタ一大学（the Uni－  

versity ofRochester）から，名誉理学博士の称  

号を授けられているのだが，この日に彼と共に  

名誉称号を授けられた人人の名前を列挙する  

と，George Wells Beadle，A止hurFrankBurnS，  

Dwight David Eisenhower，Harold Hotelling，   

FrankHyneman Knight，そしてWarrenWeaver  

である。  

9．さらに幾つかの論文   

サヴュジ氏は1962年の論文で（1962a），P．Ar－  

mitageによる例に触れて，「標本抽出作業の任  

意停止，Optionalstopping」について注意を促  

しているのである。このAmitageの例は，あら  

かじめ設定されている「結論」に到達した時点  

で標本の抽出作業を停止するという停止規則に  

関するものであり，結局，問題となっている仮  

説検定があらかじめ定められている有意水準に  

関して有意となった時点で標本の抽出作業を停  

止して，この検定は「有意である」という「結  

論」を出してしまおうというやり方に関るもの  

である。通常の頻度論的流儀からすれば，この  

ような「任意停止」は当然容認できないわけだ  

が，「尤度原理」によれば，通常は，標本抽出  

作業をいかなる方式で停止するかは，統計的推  

論の最終的結論には関りがないこととなるので  

ある。従って，「標本理論の枠組み，Sampling－  

theory 血・ameWOtk」においては，事実上「尤度  

原理」が排除されることとなるのだが，サヴュ  

ジ氏が強調しているのは，問題なのは「尤度原  

理」ではなく有意性検定の方であり，つまり，  

有意性検定には方法としての重大な欠陥がある  

ということなのである。一方，「任意停止」と  

いう事柄は，「Bayesianの枠組み」では，なん  

の困難ももたらさないのである。なおこの論文  

は，彼のほかにM．S．Bartlett，G．A．Bamard，  

D．R．Cox，E．S．Pearson，そ し てC．A．B．  

Smi也が参加している，ロンドンで開かれた討  

論会での彼の議論に基づくものであり，Hiero  

王の王冠の例がそこに含まれている。   

さらに説明すると，1962年のBirnbaumの重  

要な論文によって，「尤度原理」がかなり論理  

的に正当化され得る傾向が顕著になってくるの  

だが，サヴェジ氏は結局この「原理」を強く支  

持しているのである。この「原理」は，未知固  

定の母数∂によってその形状が指定される密度   
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関数′（・l∂）によって定まる分布に従うと想定  

されているランダムな変量Ⅹに対して，「Ⅹは  

値ズを取った」ということが「観察」の結果  

として既知となるのならば，この「観察」によ  

って得られる「βに関する情報」は，ただ「値ズ  

に対応する尤度関数∫（ズト）」によってのみ伝  

達される，という内容であるのだが，サヴュジ  

氏のような個人論的見解に立つのならば，「そ  

の個人」の行為に対する幾つかの規範から  

Bayesru1e（あるいはBayestheorem）が従う  

のであるから，「その個人」の行為に対する規  

範としての「尤度原理」の成立は，ほとんど明  

らかなのである。だが，頻度論的手法の多くが，  

この「原理」を侵犯しているのである。   

さらにまた彼は，1961年の4月に，the Third  

Symposium on Decision andInformation Proc－  

essesで，Bayesian Statisticsという標題で一般  

向けの講演を行っているのであり，その内容が  

1962年に出版されているのである（1962c）。こ  

の講演では，彼は当然個人的確率の重要性及び  

日常性を強調しているのだが，特に「単純二分  

岐，Simple dichotomy」の状況に触れてLindley  

TSavage argumentを紹介し，さらに「尤度原  

理」や「安定推定，Stable estimation」に言及  

して，ここでもまた「任意停止」の問題に触れ  

ている。   

所で彼は，1963年に，Edwards，Ward，及び  

Lindman，Harold，と共に共著の論文を出して  

いるのだが，これは，「安定推定の原理」に関  

する多分かなり有名な論文であり，そこでは，  

実数値を取る一個の母数に関する事後分布が，  

事前分布の形状に対して敏感には反応しなくな  

る状況が，その事前分布と尤度関数とに関する  

不等式に基づいて考察されているのである。な  

おこの論文では，問題の仮説が「高い」有意性  

を伴って棄却される状況にある一方で，その仮  

説が偽であることに対して比較的「低い」事後  

確率が対応するという，ある例が言及されてい  

るが，これはHiero王の王冠の例と同趣旨のも  

のであり，Je緻eys－Lindley－Savage paradoxと   

でも呼ぶべき状況の例示となっている。  

10．多分幸福であった晩年   

所で，イエール大学での日日は，Anscombe，  

Frank，との親交もあって，サヴュジ氏にとっ  

ては非常に快適なものであり，彼の二人の息子  

は立派に成長し，再婚相手のJeanとの生活も良  

好で，彼の晩年の暮らしは充実しており幸福だ  

ったのである。  

1965年に，彼とDubins，Lester，との共著の  

書物である，How to Gambleif You Must－  

Inequalities for Stochastic Processes－が出版  

されている。この書物は，ある種の「かけ」を  

繰り返し行う際の「最適な」戦略に関する重要  

な文献なのだが，その議論は，もともとは，Red－  

and－Blackというゲームをいかにして賢明に行  

えば良いのかというサヴュジ氏の問いから始ま  

っているのである。Dubinsと彼との共同研究  

は，彼がシカゴ大学にいた1956年の6月に開始  

されており，3年3箇月後の1959年には，その  

議論の本質的な部分が既に完成しており，1960  

年の8月28日には，彼らの研究が謄写版印刷さ  

れて配布されているのである。彼らの議論は，  

多分de Finettiの影響もあって，有限加法的な  

確率測度に基づいて展開されており，「全ての」  

戦略を考察の対象としているのである。なお，  

確率に関する多くの問題が，彼らが考察してい  

る「かけ」の問題として定式化できるのであり，  

従って，彼らの議論によってそれらの問題に対  

する解が与えられることは，十分に注意しなけ  

ればならないことである。  

1967年に彼は二つの論文を出しているのであ  

る。一つはthe American Philosophic Associa－  

tionでの話しに基づくもので（1967a），彼の選  

好理論における言わば難点に関るものであり，  

この難点は，数学的陳述に関する，例えば未解  

決な数学的予想に関する，我我が通常感じるで  

あろうような不確定性にかかわるものである。  

つまり彼の選好理論は，「その個人」が，自身  

が既に知っている事柄から論理的に演鐸される   
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結論の悉くを利用することを，少なくとも原理  

上は，前提としているのであるから，たとい未  

解決な難問ではあっても，その難問が決定可能  

であれば，「その個人」は，その難問に関する  

不確定性を多分なんら感じないこととなるはず  

だからである。また次の論文は帰納法に関する  

ものであり（1967b），観察されていない事柄に  

関する我我の信条には，はたして合理的基盤が  

あるのであろうか，という問いを彼は取り上げ  

ているのである。この間いに対する彼の見解  

は，観察されていない事柄に関する信条のその  

合理的基盤などというものは存在せず，結局そ  

のような信条とは個人的意見に他ならない，と  

いうものである。またこの論文は，「全ての某  

に対して…」というようなuniversalsentences  

や，「某という大きな集団における約某パーセ  

ントが…」というような頻度に関する一般化の  

意味や，その論理的な基盤についても言及して  

いるのである。  

1968年に彼は，統計学の将来に関する簡潔な  

文章を出している。そこで彼は，「何かを発明  

する能力，ingenuity」というような事柄に関す  

るフォーマルな理論の可能性に言及しており，  

また，nOnparametric statisticsをBayesianの枠  

組みで取り扱うことの困難さにも触れているの  

である。  

1970年に彼は，統計学の基礎に関する諸文献  

への案内を出している。これはイエール大学の  

大学院で担当しているクラスの学生たちのため  

に彼が編集した，かなり親切な文献表なのであ  

り，教育指導に関する彼の流儀を示唆するもの  

でもある。  

1970年の12月29日にデトロイトで，彼は“On  

rereading Fisher”と い う 標題でthe R．A．  

FisherMemorialLectureを行い，会場からあふ  

れ出ている聴衆を二時間近くも聞き入らせたの  

である。後にこの講義録は，Pratt，JohnW．，  

による綿密な補訂を経て，1976年に公表される  

のだが，Fisher，RonaldAylmer，1890．2．17－  

1962．7．29，の統計学に対する個性的で前例のな   

い驚くべき評論となっているのである。   

イエール大学でのサバティカルでは，彼と妻  

のJeanとは，大学のGaren，Alan，の遺伝学実験  

室で，ある程度の期間にわたって実験に参加し  

たのである。この実験は，ショウジョウバエに  

人工的に突然変異を誘発して，突然変異体を分  

離するという作業であり，夫妻はかなり熱心に  

この実験に取り組み，短期間の内に約一ダース  

の突然変異体を得たのである。   

また1971年の8月及び9月に，ローマ（Rome）  

とブカレスト（Bucharest）で，彼は親友のde  

Finettiと会っており，ブカレストで開催された  

Logic，Methodology and Philosophy of Sci－  

enceの大会では，個人的確率に関する招待講演  

を行っている。そこで彼は，科学において意味  

を持ちしかも重要なのは，実は，客観的確率な  

どではなく個人的確率なのだという彼の主張  

を，幾つかの例で説明しようと試みているので  

ある。なお，この講演の原稿が，不完全な状態  

ではあるが，1973年に公表されている。   

同年の10月14日及び15日には，彼は，マサチ  

ューセッツ（Massachusetts）州のケンブリッジ  

（Cambridge）で開かれたtheNationalBureau Of  

Economic Researchの会合に出席しているが，  

そこでは計量経済学におけるBayesianinfer－  

enceに関る議論がなされたのであり，彼はこの  

会合に強靭な知性と情熱とをもって参加したの  

である。   

この会合から間もない11月1日に，あと19日  

程で弘歳になる所であったのだが，コネチカッ  

ト州のニューヘブンの自宅においてサヴェジ氏  

は心臓の発作で急逝するのである。その時彼  

は，イエール大学の統計学科の学科長であり，  

the Eug■ene Higgins Professor of Statisticsの  

地位にあった。   

この急逝後の12月に，彼の”Elicitation ofper－  

SOnalprobabilities and expectations，”Joumal  

げ 血 A〝7grgCα乃 ∫ぬ雨露cαJA∫∫OCfα£わ乃，66，  

783－801，が公表されるのだが（1971a），これ  

は，十年を越える，特にdeFinettiとの，諸議   
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論と彼自身による深い考察とが集約されたもの  

であり，個人的な確率及び期待値の抽出という  

問題に対する，個人論的合理性の立場からの数  

学的かつ規範的な接近を，深い周密さで論述し  

思索した，歴史的傑作なのである。この論文で  

は，個人的確率の抽出が，「その個人」にとっ  

ての代替率の抽出というより一般的な枠組みに  

おいて議論されており，この抽出のためにはい  

かなるproper scoringru1esが適切であるかを，  

明確な諸条件によって明らかにする作業が冷徹  

に遂行されているのである。所で，このproper  

scoringru1eであるが，「その個人」が，事象E  

が通用することに対する自身の「確率」はJで  

あると主張して，しかもgが通用するのなら  

ば，「その個人」に対して値ル）の賞が，一方  

gが通用しないのならば，「その個人」に対し  

て値如ノの賞が，与えられるとする状況におい  

て，ヱ‖こ対する「その個人」の「本来の確率」  

をクとする場合の賞の期待値である〆b）＋（1一  

夕）9（J）が，Jがクに等しい場合に，しかもそ  

の場合に限って，最大値を取るとすると，この  

ような賞の配分の様式をproper scoringru1eと  

呼ぶのである。なお，よく知られているproper  

SCOringru1esの一つとして，fG）＝x2かつg（x）  

＝J（1－J）がある。   

所で，1962年に，de Finettiとサヴュジ氏と  

は共同でイタリア語のかなり長い論文を出して  

いるのだが（1962b），そこでは，個人による「確  

率」の評価というものが「勝手気ままに為され  

る」などというものではないこと，「確率」と  

いうものは結局個人の「意見」に他ならないと  

いうこと，そして，いかなる「意見」ではあっ  

てもそれが他の「意見」と質的に異なるなどと  

いうことはなく，個人の諸「確率」は，つまり  

いろいろな「意見」は，全体として「一貫性，  

coherence」を満たすべきであること，などが  

主張されているのである。また彼らは，Ney－  

man，Jerzy，1894．4．16q1981．8．5，及びpearT  

son，Egon Sharpe，1895．8．11－1980．6．12，ら  

による考え方の延長上にBayesianStatisticsが   

現れると見なしており，Neyman－PearsonTWald  

といった路線がもayesian statisticsに行き着か  

なかったのは，「一貫性」についての真剣な考  

察を怠ったからだと判断しているようである。  

なおサヴュジ氏は単独で他に三つのイタリア語  

の論文を出しているのである。彼はローマなど  

で直接de Finettiと会って議論をしており，ま  

た定期的に欧州の各地を旅行して，イタリア語  

などの欧州の言語を精力的に修得していったの  

である。   

以上の論文の佃にも，彼は数理統計学に関す  

る幾つかの興味深い論文を単独で，あるいは共  

同で，出しているのだが，1971年のある論文で  

は（1971b），ランダムな変量ズの特性関数且（exp  

（ば））を考察することが「なぜ自然なのか」を，  

なんとか数学的に説明することを試みているの  

であり，つまり彼は，虚数単位iを持ち出すこ  

との「動機づけ」を問題としているのである。  

このような所にも，「直観的に明らか」とか「見  

事な思いつきによって」とか言うような表現で  

は満足しない，またそのような満足を自己に村  

してなかなか容認しない，彼の不屈の精神が流  

れているのである。  

11．幾つかの関心事   

サヴュジ氏の本領は紛れもなく統計学の基礎  

づけとその周辺にあるのであり，そこに統計家  

としてのサヴュジ氏の真面目があるのである。  

しかし彼は，生涯にわたって，基礎づけ以外の  

かなり応用的な領域に対しても強い関心を保持  

し続けたのであり，単独で，あるいは共同で，  

幾つかの論文を出しているのである。それら  

は，細胞学，栄養学，疫学及び衛生学，そして  

言語年代学（glottochronology）に関っており，  

さらに彼は，1972年に出た論文では，Bayesian  

の観点から病気の診断を議論したりもしている  

のである。とにかく彼の知識と関心とは実に広  

範囲に及んでおり，交際の相手も多様なのであ  

り，例えば，1966年にノーベル医学生理学賞を  

受賞した，悪性の組織への内分泌の影響に閲す   
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る研究の開拓者である，シカゴ大学医学部の外  

科医であるCharles B．Huggins博士や，イエ  

ール大学の音楽学着であるNicholas Temperley  

などとも親しく交際しているのである。つまり  

彼は多分交際の達人なのである。しかも彼は，  

大学院での教育に極めて熱心で，そのために実  

に多くの時間と労力とを割いているのだが，彼  

の業績には，当然この多大な教育上の貢献も含  

めるべきである。   

なおサヴュジ氏は，急逝する直前まである計  

画に積極的に関っていたのである。つまり，博  

物館に「におい」を陳列するという計画である。  

彼はかつてある少女から，スカンクの出す「に  

おい」を嘆いだことがないと言われて，彼女に  

その「におい」をいかにして伝えるかで困惑し  

た経験があったのである。スカンクの姿形なら  

ば，彼女を図書館や博物館に連れて行くという  

手があるのだが，「におい」についてはその情  

報の供給源が見当たらなかったのである。この  

ことは彼にとっては，深刻なる公共的欠損であ  

った。そこで彼は，イエール大学のPeabody  

Museumの館長らと，特にCrompton氏と，一致  

協力して，この「におい」の陳列作業を進める  

こととなったのである。そして，この作業が完  

了しつつある時に彼は急逝したのである。なお  

筆者は，1999年の9月にPeabodyMuseumを訪  

れたのであるが，この「におい」の陳列は，残  

念ながらほとんど退化していたのである。  

12．人柄   

サヴュジ氏の人柄は，彼の文章にも反映して  

いるように，基本的には生真面目で職人気質な  

のである。しかし偏屈なタイプではなく，むし  

ろ心が広く，人への感情移入ができる，従って  

人への思いやりを忘れることがない，周囲の人  

人を自然と溌刺とさせる人物なのである。だが  

彼は，紛れもなく強靭な知性の持ち主であり，  

交際の場でのユーモアのセンスは尊重するのだ  

が，学術に限らず諸諸の議論において，透徹し  

た平明な論理性を執拗かつ冷静に追求して行く   

自身の流儀を生涯保持したのである。しかし彼  

はまた，抽象的な議論の上に抽象的な議論を積  

重ねるやり方ではなしに，幾つかの具体的な例  

を丹念に考察することによって，そこからより  

一般的な事柄を抽出して行くという，地味なや  

り方の信奉者でもあったのであり，つまり彼  

は，いろいろな例を使って接近するという  

P61ya，George，1887－1985，の流儀を強く支持  

していたのである。しかも彼は，通常は頭の中  

だけの考察で「明らかである」とされるような  

事柄でも，その証明を細かに書き下すことを欲  

したのである。多分彼は，「自分の数学」に忠  

実であったに違いない。   

なお，Mostellerは若い頃のサヴュジ氏の流儀  

を六つにまとめているのでこれを次に引用する  

が，このような流儀がはたしてどの程度までう  

まく行くのかは，一人一人の資質や性格の問題  

があるので，当然不確定なのである。  

1．As soon as a problemis stated，Start  

right away to soIveit；uSe Simple exam－  

ples．   

2．Keep starting from first principles，eX－  

plainlng agaln and agaln just whatitis  

you are trying to do．   

3．Believethatthis problem can be soIved  

andthat you willerjoy workingit out．   

4．Don’t be too hampered bythe onginal  

Statement Ofthe problem．Try other prob－   

1emsinits neighborhood；maybethere’s a  

better problemthan yourS．   

5．Work an hourOr SO Onitfrequently．   

6．Talk aboutit；eXplainit to people．  

13．おわりに   

筆者は1999年の9月に，北海道大学経済学部  

の奨学金によって，20日間程イエール大学の  

Sterling MemorialLibraryを訪れたのだが，そ   
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れはこの図書館のManuscriptsand Archivesに  

保管されているサヴュジ氏の原稿及び講義録に  

日を通すためであった。このような好機を与え  

て下さった北海道大学経済学部の教職員の方方  

には，特に内田和男学部長には，感謝の気持ち  

を記さねばならない。また，その際得た幾つか  

の資料については，折を見てこの紀要に文章を  

投稿したいと考えている。所でサヴュジ氏の資  

料の内に，彼の写真が二葉含まれていたのであ  

るが，どうも写りが良すぎると言った感じで，  

かなりのハンサムなのである。しかし，「論文  

集」の6頁から7頁にかけて堂堂と掲げられて  

いる彼の姿は，これらとは異なり，この哲人統  

計家の面目が実に躍如としているのである。い  

つどこで誰が撮ったものであろうか。とにか  

く，編集者のセンスの良さを物語っているので  

ある。  
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